
■NEDO採択事業について
【事業名】水素社会構築技術開発事業／地域水素利活用技術開発／地域モデル
構築技術開発

【テーマ名】三笠市H-UCGによるブルー水素サプライチェーン構築実証事業
【実施体制】
▶申請代表者…大日本ダイヤコンサルタント株式会社

（本社東京都）
▶構成団体…三笠市、国立大学法人室蘭工業大学、
エア・ウォーター株式会社（大阪府）、
カワテックス株式会社（砂川市）
※三笠市内に工場立地

【事業期間】令和5年度～7年度
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NEDO事業に採択！
エネルギー安全保障への
貢献に大きな期待

　市では、室蘭工業大学と連携し、平成23年から石炭地下ガス化の研究を進めています。この約10年の間に、
研究は「水素エネルギーの創出」「豊富な森林資源の有効利用」「石炭採掘跡への二酸化炭素の地下固定化」ま
で幅を広げています。
　現在は、これらの技術を組み合わせた世界初の取り組み「ハイブリッド石炭地下ガス化（H-UCG）に発展し、
水素の製造過程で排出される二酸化炭素を実質的にゼロに抑えた”ブルー水素”の製造を目指しています。
　令和5年11月、この取り組みが、経済産業省の外郭団体である国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術
総合開発機構（NEDO）の助成事業に採択されました。採択にあたっては、日本のエネルギー安全保障への貢
献に対する期待が寄せられており、国内外に広く展開できる可能性のある革新的な技術であることが高く
評価されました。今後、NEDOの支援を受けながら「石炭資源と木質バイオマスのガス化」、このガスを用いた

「水素製造」、「地域での水素利活用」について調査や実験を段階的に行い、ブルー水素製造・利用の技術を実
証します。
　市では、この取り組みを通じて新たな産業を創出することで市の活性化を図るとともに、水素エネルギー
を用いた安全・安心なまちづくりを目指します。
※水素エネルギーの特徴
　水素は、燃やしても二酸化炭素を発生しないことから環境に優しく、また、運搬や保存が可能であること
から災害に強いエネルギーとして世界中で注目されています。現在、水素を利用した自動車やボイラーが実
用化されており、近い将来、私たちの身近なエネルギーの一つとしてさまざまなところで活用されることが
期待されています。

【問合先】産業開発課産業振興係℡③7090

石炭地下ガス化石炭地下ガス化
××
脱炭素脱炭素への挑戦への挑戦

着火作業着火作業

CO2スラリー注入CO2スラリー注入
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市が目指す
水素社会の姿

三笠市石炭地下ガス化事業のあゆみ三笠市石炭地下ガス化事業のあゆみ
　2011年（平成23年）に取り組みを開始して以降、室蘭工業
大学とともに実証実験を進めてきました。
　2021年（令和3年）にはNEDO調査事業
を受託、2022年（令和4年）には大規模なCO₂
固定化実験を行うなど、事業は加速化して
います。

※ヤフー株式会社（現 LINEヤフー株式会社）からの企業版ふるさと納税（1億円）を活用

2011年
取り組み開始

2012年
研究施設を開設
石炭資源活用研究会を設立
室蘭工業大学と包括連携協定

2013年
人工炭層における
ガス化実験開始

2022年
地下400ｍによるCO₂
固定化実験※
【NEDO採択】水素製造・
利活用ポテンシャル調査

2023年
石炭層におけるUCG
そして水素製造試験

石炭小ブロック実験

人工炭層実験

ブロック炭実験
UCG実験

Start↘

Next stage ↘

西城市長西城市長 板倉教授板倉教授空閑学長空閑学長




